
　

２
０
１
３
年
４
月
に
全
面
実
施
と
な
っ

た
新
課
程
に
は
、
生
徒
に
「
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
を
養
う
」
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
大
学

や
企
業
が
、
高
校
生
や
大
学
生
が
社
会
に

出
る
際
に
備
え
て
い
る
べ
き
も
の
と
し

て
「
主
体
性
」
を
挙
げ
て
い
る
（
図
１
）。

し
か
し
、
生
徒
の
主
体
性
が
十
分
に
育
成

で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ

う
と
は
言
え
な
い
。
図
２
や
図
３
を
見
る

と
、
学
校
段
階
が
進
む
に
つ
れ
て
、
学
習

へ
の
取
り
組
み
が
消
極
的
に
な
り
、
将
来

の
職
業
へ
の
夢
が
持
て
な
く
な
っ
て
い
く

こ
と
が
分
か
る
。

　

本
誌
12
年
度
８
〜
２
月
号
の
特
集
で

は
、
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
に
は
ど
の
よ

う
な
指
導
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
き

図１ 社会人として必要性が一層高まるもの
Q.現在の高校生や大学生が社会人になるに際し、「人間力の要素」の中で、「こ
れまで以上に備えていることを特に重視すべきもの」を１つ選んでください。

図２ 学習に取り組む意識

Q.あなたは勉強の取り組み方について、次のようなことがあてはまりますか。

図３ 将来なりたい職業の有無
Q.あなたには、将来なりたい職業はありますか。

注）調査では、「人間力の要素」「知識・能力の要素」「体験的要素」に分けて尋ねた。「人間力の要素」
全１６項目のうち、上位５つを掲載

出典／産経新聞社、駿台教育研究所「『時代が求める人材像』に関する調査結果」（2012）

注）「とてもそう」＋「まあそう」の％
出典／Benesse 教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」（２００９）

注）なりたい職業が「ある」と回答した％
出典／Benesse 教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」（２００９）
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現
状
把
握

生
徒
の
主
体
性
を
育
む
と
い
う
視
点
で

新
課
程
を
捉
え
直
す

新
課
程
と
い
う
環
境
変
化
を
、
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
に
は
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
基
本
的
な
考
え
方
や
教
育
内
容
の
改
善
事
項
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

主
体
性
を
育
む
指
導
の
あ
り
方
と
新
課
程
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
す
る
。
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特
集
　
新
課
程
全
面
実
施
　
新
課
程
で
生
徒
の
「
主
体
性
」
を
育
む

た
。
８
月
号
で
は
、
環
境
変
化
の
激
し
い

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
力
の
土
台
と

な
る
の
が
「
主
体
性
」
で
あ
り
、
そ
れ
を

育
む
た
め
の
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

大
学
生
と
社
会
人
、
そ
し
て
教
師
の
声
か

ら
考
え
た
。
更
に
、
指
導
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
た
め
に
、
10
月
号
で
は
授
業
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
活
用
、
12
・
２
月
号
で

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
生
き
方

を
取
り
上
げ
た
。

　

大
学
生
や
社
会
人
、
教
師
か
ら
は
、
生

徒
の
主
体
性
を
育
む
た
め
の
指
導
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

ら
は
大
き
く
４
つ
に
整
理
で
き
る（
図
４
）。

　

１
つ
め
は
、
授
業
や
家
庭
学
習
、
部
活

動
、
学
校
行
事
に
お
い
て
、
試
行
錯
誤
や

失
敗
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
。
２
つ
め

は
、「
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う

社
会
貢
献
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
、
そ
の
気

持
ち
を
行
動
に
移
さ
せ
る
こ
と
。
３
つ
め

は
、
生
徒
の
学
び
と
教
師
の
指
導
に
お
い

て
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
「
分
か
る
」「
出
来
る
」
を
増
や

し
、
学
ぶ
喜
び
や
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
。
そ
し
て
、
４
つ
め
は
、
教
師
が
生

徒
の
心
の
声
と
向
き
合
い
、
対
話
を
重
ね

図４ 本誌2012年度8～2月号の特集で見えてきた、生徒の主体性を育むための指導のキーワード

「分かる」授業の
追求で学びの

「主体性」を引き出す

10月号

地域に生きる
人材を育てる

12月号

世界に生きる
人材を育てる

2月号

環境変化に
立ち向かう

「主体性」を育む

8月号

生徒の主体性を育むための指導の観点
失敗して立ち直るプロセスを評
価する、失敗からどうやって学
ぶかを考えさせる［8月号］
生徒を余裕のある状態にしない
よう、各教科が自信を持って生
徒に課題を与え、どんどん勉強
させる。そうすれば、生徒はど
うしたら与えられた課題をこな
せるかを考える［8月号］
生徒は、自分が頑張れた場所だ
から、地域に戻ってくる。だと
したら、教師が授業や部活動で
一生懸命生徒にかかわること
が、地域への愛着を育むことに
つながる［12月号］
あの時、自分の考えを英語で話
せたら、もっと話が盛り上がっ
て楽しかったのに……といった
学習の必要性を認識させる出会
いをつくる［2月号］

●

●

●

●

現実の社会が直面して
いる課題を授業の中で
考えさせ、学問と現実
社会の課題が結び付
いていることを生徒に
伝えられれば、今学ぶ
こと、そして将来働く
ことも社会貢献なのだ
と理解できる［8月号］
社会の役に立ちたいと
いう思いを秘めた生徒
が、自分には何が出来
るのかをとことん自分
に問い掛ける機会をつ
くる［12月号］
クラスでの人間関係を
通して、「他者のため
に」という意識が育っ
た生徒は、他の人のた
めに時間を使おうとす
る［2月号］

●

●

●

クラスで意見をまとめ
る時にパソコンを使う
など、ちょっとしたこと
が、変化に対する抵抗
感をなくし、興味を育
てる［8月号］
デジタル機器を利用し
て、自分に必要な情報
を探し出し、解決をす
るという学習の枠組み
をつくる［10月号］
ツイッターなどを指導
に活用して、生徒と世
界をつなぎ、自分の考
えを発信したい、自分
と違う意見を聞きたい
という欲求を満たして
あげる［2月号］

●

●

●

デジタル機器の活用に
より、指導の一部が効
率化されることで、生
徒が考える活動や、教
師が生徒にかかわるこ
とに時間を充てられる
［10月号］

授業を通した生徒と教
師の対話。教師自身が
視野を広げ、生徒の見
いだした価値と真摯に
向き合い、対話する
［12月号］

教師が世界の動きをつ
かむアンテナを持ち、
世界の動きが自分たち
の生活にどう影響する
かを生徒に語る［2月号］

●

●

●

主体性を育むための指導のキーワード

 試行錯誤
失敗経験

社会貢献意識の
芽生え・向上

デジタル機器
の活用

教師と生徒、
生徒同士の対話
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て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
指
導
を
新
課
程
に
お
い
て

行
う
時
に
、
各
教
科
で
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
指
導
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　

改
め
て
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み
よ
う
（
図
５
）。

「
生
き
る
力
」
の
育
成
、
知
識
・
技
能
の

習
得
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育

成
、
そ
し
て
、
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体

の
育
成
な
ど
の
改
訂
の
基
本
的
な
考
え
方

の
下
、
国
語
を
始
め
各
教
科
で
批
評
、
論

述
、
討
論
な
ど
の
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
や
、
理
数
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
、
そ
し
て
、「
授
業
は
英
語
で
行
う
こ

と
を
基
本
」
と
し
た
外
国
語
教
育
の
充
実

な
ど
が
、
教
育
内
容
の
主
な
改
善
事
項
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
改
善
事
項
を
取
り

入
れ
て
指
導
を
行
う
こ
と
に
は
、
課
題
も

あ
る
。
図
６
は
、
新
課
程
先
行
実
施
生
で

あ
る
12
年
度
の
１
年
生
を
指
導
し
た
教
師

に
、
生
徒
の
特
徴
や
傾
向
に
つ
い
て
尋
ね

た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。「
中
学
校

で
学
習
し
た
知
識
」
や
「
高
校
の
学
習
内

容
に
関
す
る
理
解
」、そ
し
て
「
家
庭
（
校

外
）
で
の
学
習
習
慣
」
の
定
着
度
が
、「
低

下
し
た
」
ま
た
は
「
格
差
が
広
が
っ
た
」

と
約
３
割
の
教
師
が
感
じ
て
い
る
。
更

図５ 高校の新課程の主な改善事項

改訂の
基本的な考え方

● 生きる力の育成
● 知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成
● 豊かな心や健やかな体の育成

主な
改善事項

● 言語活動の充実
● 理数教育の充実
● 外国語教育の充実

必履修科目
　現行の選択必履修から「国語総合」の共通必履修に変更
科目構成
　「国語表現Ⅰ」及び「国語表現Ⅱ」の内容を再構成し、「国語表現」とするとともに、「現
代文Ａ」を新設

主な改善事項
　言語に関する能力を育成する中核を担う教科であることを踏まえ、社会人として、また
各教科等における学習に必要な能力を身に付けるため、討論、説明、創作、批評、編
集などの言語活動を充実（言語活動例を「内容の取扱い」から「内容」に移し、記述を
具体化）
　我が国の伝統と文化に関する教育を充実するため古典に関する指導を充実

国語

必履修科目
　旧課程から変更なし
科目構成
　旧課程から変更なし

主な改善事項
　従来の方針を継承しつつ、「思考力」や「表現力」を重視。各科目で、課題を探究
する学習が項目として設けられると共に、地図や年表を始めとする各種資料の活
用、論述・討論などの言語活動を重視
　必修科目である世界史は、地理や日本史にかかわる内容を充実

地理歴史科・公民科

必履修科目
　現行の選択必履修から「数学Ⅰ」の共通必履修に変更
科目構成
　現行の７科目構成を、６科目構成に再編。数学の具体的事象への活用を重視した
「数学活用」を新設すると共に、「数学Ｃ」の内容はその系統性などにも配慮し、他科

目へ移行
主な改善事項
　教科目標で「数学的活動」を一層重視し、「数学的活動」の配慮事項を新たに規定
　中学校との接続や内容の系統性を一層重視
　知識・技能を活用する力を育成し、数学のよさを認識させるため、「数学Ⅰ」及び「数
学Ａ」の内容に「課題学習」を位置付け
　統計に関する内容を充実し、統計活用力を育成

数学

必履修科目
　物理、化学、生物、地学のうち３領域以上の科目を履修する場合には、総合科目の
履修を不要とし科目履修の柔軟性を向上
科目構成
　各領域ごとに３単位科目が２科目であったのを、２単位科目と４単位科目に再構成す
ると共に、「科学と人間生活」及び「理科課題研究」を新設
主な改善事項
　科学に対する興味・関心を高めるため、人間生活とのかかわりの深い内容を扱う「科

学と人間生活」を新設
　探究的な学習を重視する観点から、「物理」「化学」「生物」「地学」に新たに探究活
動を導入すると共に、「理科課題研究」を新設
　中学校との関連を図る観点から、「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
においては、「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」などの科学の基本的な見方や概念
を踏まえて内容を構成
　「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」においては、日常生活や社会との
関連を重視。「物理」「化学」「生物」「地学」においては、選択して履修していた項目を
必修化し、指導内容を充実

理科

必履修科目
　現行の選択必履修から「コミュニケーション英語Ⅰ」の共通必履修に変更
科目構成
　科目構成を変更し、４技能の総合的な育成を図るコミュニケーション科目、論理的に表
現する能力の向上を図る表現科目、会話する能力の向上を図る「英語会話」に再編

主な改善事項
　指導する語数を充実。コミュニケーション英語Ⅰ、Ⅱ及びⅢを履修する場合において
は、高校で1,800語、中高で3,000語を指導
　生徒が英語に触れる機会を充実すると共に、授業を実際のコミュニケーションの場
面とするため、授業は英語で行うことを基本とすることを明記

英語

＊ 文部科学省「高等学校学習指導要領改訂のポイント」および「高等学校学習指導要領解説」を基に編集部で作成
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特
集
　
新
課
程
全
面
実
施
　
新
課
程
で
生
徒
の
「
主
体
性
」
を
育
む

に
、「
学
習
に
対
す
る
姿
勢
」
に
関
し
て

も
、「
受
け
身
に
な
っ
た
」「
格
差
が
広
が
っ

た
」
と
３
割
近
く
の
教
師
が
感
じ
て
お

り
、
生
徒
の
学
習
に
対
す
る
姿
勢
が
消
極

的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
上
で
生
か
せ

る
新
課
程
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
全
て
の
教
科

に
盛
り
込
ま
れ
た
「
言
語
活
動
」
と
、
主

に
数
学
・
理
科
で
重
視
さ
れ
て
い
る
「
知

識
・
技
能
を
活
用
す
る
学
習
や
探
究
す
る

学
習
」、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
前
提
と
な

る
「
知
識
・
技
能
の
習
得
、
定
着
」
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
指
導
に
、
図
４
で
示
し
た

生
徒
の
主
体
性
を
育
む
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
、
す
な
わ
ち
「
試
行
錯
誤
・
失
敗
経
験
」

「
社
会
貢
献
意
識
の
芽
生
え
・
向
上
」「
デ

ジ
タ
ル
機
器
の
活
用
」「
教
師
と
生
徒
、

生
徒
同
士
の
対
話
」
の
要
素
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
生
徒
の
主
体
性
を

育
ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
各
教
科
の
教
師
、

そ
し
て
、
学
校
運
営
の
立
場
か
ら
教
頭
に

話
を
聞
き
、
新
課
程
に
お
け
る
主
体
性
を

育
む
指
導
と
は
何
か
を
具
体
的
に
考
え
て

い
く
。

図６ 新課程先行実施生の特徴や傾向

出典／ベネッセコーポレーション「新教育課程の指導に関する調査」（2012）
◎調査対象／高校の教務担当の教員、有効回答数：1,857 校　◎調査時期／ 2012 年 11～12月　◎調査方法／郵送による質問調査

Q.2012 年度の１年生に関して、以下のようなことをどう感じていますか。
向上した 低下した 格差が広がった 変わらない

中学校で学習した
知識の定着度

高校の学習内容に
関する理解の定着度

家庭（校外）での
学習習慣の定着度

学習に対する姿勢

（％）1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

6.3 11.7 16.4 65.6

5.9 12.3 18.9 62.9

6.9 12.2 11.8 69.1

6.9 13.8 13.5 65.8

積極的になった 受け身になった 格差が広がった 変わらない

話し合いや討論、発表などを通して、社会にはいろいろな価値基準・判断基
準があることを知ることで、考えの幅が広がり、多様な価値観を受け入れられ
るようになる。それが、物事を主体的に判断する力につながるのではないか。
また、多少の間違いはあっても生徒の頑張りを評価できるような「問い」を、
教師が投げ掛けるなど、教師と生徒の対話を豊かにすることで、生徒が小さな成
功体験を積み重ねていけば、前向きに学びに取り組むようになるのではないか。

言語活動

言語活動などを効果的なものにするには、前もって一定の知識・技能を習得、
定着させておくことが必要である。例えば、理科の実験では、一度知識を体
系的に吸収しておけば、どうしてこういう実験結果が出たのかと考えたり、自分
なりの工夫が出てきたりして、主体的、創造的に実験に取り組むようになる。なお、
知識の理解度を高める上で、デジタル機器の活用が有効な手段の１つとなる。

知識・技能の
習得、定着

課題学習や探究学習では、当たり前と思っていることを改めて考えさせたり、そ
の教科の学習が必要だと感じられたりするような身近なテーマを設定することが
重要だ。更に、自分たちが学んでいることと社会とのつながりを意識させるよう
なテーマを提示できれば、社会貢献意識が芽生え、主体的な学習態度を引き
出せるのではないか。また、探究活動などの際には、生徒に最低限の手順の
み示すなど、生徒に試行錯誤させる場面を設けることも大切だろう。

活用重視の学習・
探究学習

各教科の教師へのインタビューから見えた
生徒の主体性育成に生かせる新課程のポイント

ポイント1

ポイント2

ポイント3
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